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一
九
1
一
六
年
（
若
千
の
国
は
一
九
一
0
年
ま
で
さ
か
の
ぽ
る
）
か
ら
き
'‘ベ
ま
え
カ
国
際
通
貨
基
金
「
国
際
収
支
表
作
成
提
要
」
I
M
F
 :
 Ba
l
a
n
c
e
 of 
P
a
y
m
e
n
t
s
 M
a
n
u
a
l
,
 1
9
6
1
.
 
九
三
八
年
に
わ
た
る
約
一
―
-
0
カ
国
の
国
際
収
支
統
計
を
一
定
の
形
式
に
ま
と
め
た
報
告
が
国
際
連
盟
叢
書
と
し
て
刊
行
さ
れ
、
ま
た
こ
の
最
後
の
一
巻
は
国
際
収
支
一
九
三
九
ー
一
九
四
五
年
と
題
し
、
一
九
四
八
年
に
国
際
連
合
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
。
一
九
四
八
年
一
月
、
国
際
通
貨
基
金
は
各
国
の
国
際
収
支
統
計
の
原
理
と
形
式
に
統
一
性
を
与
え
る
た
め
、
国
際
収
国
際
通
貨
基
金
「
国
際
収
支
表
作
成
提
要
」
日
（
木
村
） （
一
支
作
成
提
要
(Balance
of 
P
a
y
m
e
n
t
s
 Manual, 1
9
4
8
)
 
(
以
下
「
提
要
」
と
呼
ぶ
）
を
発
行
し
、
各
国
に
こ
の
「
提
要
」
に
基
づ
く
一
九
一
-
1
八
年
、
一
九
四
六
年
、
一
九
四
七
年
の
国
際
収
支
報
告
の
提
出
を
要
請
し
た
。
そ
の
後
「
提
要
」
は
一
九
五
0
年
に
第
二
版
、
一
九
六
一
年
に
第
三
版
が
刊
行
さ
れ
、
改
訂
が
加
え
ら
れ
て
き
た
。
「
提
要
」
第
三
版
の
新
方
式
に
基
づ
く
わ
が
国
の
国
際
収
支
表
一
九
六
一
年
は
日
本
銀
行
外
国
為
替
局
に
よ
っ
て
昭
和
三
七
年
十
二
月
一
日
に
発
行
さ
れ
て
い
る
。
九
六
（
比
較
の
便
宜
の
た
め
行
な
わ
れ
た
新
方
式
へ
の
組
み
年
版
）
木 日
―11
一九
村
滋
330 
国
際
通
貨
基
金
「
国
際
収
支
表
作
成
提
要
」
日
（
木
村
）
替
え
は
昭
和
三
二
年
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
総
括
表
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
）
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
、
「
提
要
」
第
三
版
に
従
い
、
具
体
的
な
計
数
よ
り
も
む
し
ろ
そ
の
原
理
と
形
式
に
つ
い
て
、
国
際
収
支
表
に
関
す
る
一
応
の
知
識
を
得
る
に
必
要
な
限
り
を
概
説
す
る
。
「
提
要
」
第
一
．
1
-
版
の
改
訂
の
主
な
も
の
は
そ
の
序
文
に
あ
る
よ
う
に
、
第
一
に
、
U
N
な
い
し
O
E
E
C
方
式
に
よ
る
国
民
勘
定
体
系
と
整
合
さ
せ
る
た
め
、
物
資
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
、
移
転
収
支
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
整
理
し
な
お
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
定
義
の
修
正
が
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
、
資
本
勘
定
に
つ
い
て
、
以
前
の
、
政
府
お
よ
ぴ
金
融
機
関
部
門
が
、
中
央
政
府
、
中
央
通
貨
機
関
、
そ
の
他
の
通
貨
機
関
へ
と
分
た
れ
、
ま
た
以
前
は
民
間
部
門
に
属
し
て
い
た
地
方
政
府
が
独
立
な
一
部
門
に
な
り
、
同
時
に
、
部
門
ご
と
に
重
要
性
を
異
に
す
る
長
期
資
本
と
短
期
資
本
の
形
式
的
な
区
別
の
明
確
性
を
減
じ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
変
更
は
、
こ
の
十
年
間
に
顕
著
な
発
逹
を
み
た
部
門
金
融
統
計
（
お
よ
び
特
に
基
金
の
Intern,
ational 
F
i
n
a
n
c
i
a
l
 
Statistics
の
国
I卯
匹
百
(
の
貨
幣
的
調
査
部
門
）
と
国
際
収
支
表
の
統
計
資
料
と
の
統
合
の
た
め
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
第
三
に
、
国
際
収
支
の
国
お
よ
び
地
域
分
類
表
の
方
法
上
の
変
更
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
分
類
は
経
済
分
析
に
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に
、
ま
た
入
手
し
う
る
統
計
と
一
層
緊
密
な
適
合
を
得
る
よ
う
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
田
U
N
:
 A
 S
y
s
t
e
m
 of N
a
t
i
o
n
a
l
 A
c
c
o
u
n
t
s
 a
n
d
 
S
u
p
p
o
r
t
i
n
g
 Tables. 
O
E
E
C
:
 A
 S
t
a
n
d
a
r
d
i
z
e
d
 S
y
s
t
e
m
 of N
a
t
i
o
n
a
l
 A
c
c
o
u
n
t
s
,
 
国
際
収
支
表
は
、
国
民
所
得
表
あ
る
い
は
国
民
生
産
表
や
金
融
資
産
・
負
債
の
変
化
に
関
す
る
表
と
並
ん
で
、
よ
り
広
い
社
会
勘
定
体
系
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
社
会
勘
定
の
一
般
的
な
特
徴
は
経
済
単
位
間
の
経
済
経
済
取
引
の
概
念
、
貸
方
借
方
の
規
則
経
済
取
引
の
基
本
的
な
五
つ
の
型
は
、
a
、
金
融
項
目
（
請
求
権
、
貨
幣
用
金
）
を
対
価
と
す
る
物
資
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
の
売
買
、
す
な
わ
ち
物
資
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
と
金
融
項
目
と
の
交
換
‘
b
、
バ
ー
ク
ー
、
す
な
わ
ち
物
資
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
と
他
の
物
資
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
と
の
交
換
、
C
、
金
融
項
目
と
他
の
金
融
項
目
と
の
交
換
、
た
と
え
ば
証
券
を
売
却
し
て
貨
幣
を
得
た
り
、
商
業
上
の
負
債
の
貨
幣
で
の
返
済
‘
d
、
物
資
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
の
無
償
の
供
与
ま
た
は
取
得
、
た
と
え
ば
現
物
贈
与
、
e
、
金
融
項
目
の
無
償
の
供
与
ま
た
は
取
得
、
た
と
え
ば
税
支
払
ま
た
は
金
銭
贈
与
、
で
あ
る
。
国
際
収
支
表
で
は
こ
の
経
済
取
引
の
概
念
に
応
じ
、
物
資
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
、
移
転
収
支
（
従
来
は
贈
与
）
、
金
融
項
目
（
資
本
お
よ
び
貨
幣
用
金
）
に
分
た
れ
、
取
引
は
社
会
勘
定
の
貸
借
対
応
記
入
の
(
1
)
 
取
引
を
計
上
す
る
こ
と
で
あ
る
。
基
本
原
則
一
四
〇
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規
則
に
従
っ
て
、
物
資
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
と
金
融
項
目
の
提
供
は
有
償
無
償
を
問
わ
ず
貸
方
、
同
様
な
そ
の
取
得
は
借
方
に
記
入
さ
れ
る
。
無
償
取
引
の
場
合
、
供
与
、
取
得
は
そ
れ
ぞ
れ
移
転
収
支
の
借
方
、
貸
方
の
記
入
に
よ
っ
て
対
応
づ
け
ら
れ
る
。
国
際
収
支
表
の
暫
定
的
定
義
国
際
収
支
表
と
は
、
一
定
期
間
に
お
け
る
自
国
の
居
住
者
と
他
の
国
々
の
居
住
者
（
便
宜
上
、
外
国
人
あ
る
い
は
一
層
明
確
に
は
非
居
住
者
と
呼
ぶ
）
と
の
間
の
一
切
の
経
済
取
引
を
体
系
的
に
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
暫
定
的
定
義
で
あ
っ
て
、
精
確
な
定
義
は
後
述
す
る
。
官
、
領
事
官
、
海
外
駐
留
軍
隊
の
軍
人
、
海
外
で
医
学
研
究
な
ら
び
に
医
療
に
従
事
す
る
市
民
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
本
国
の
居
住
者
と
し
て
扱
わ
れ
る
。
そ
の
他
の
海
外
在
住
市
民
は
、
海
外
で
の
永
住
性
、
海
外
で
の
稼
得
活
動
、
投
資
を
集
中
す
る
程
度
、
す
な
わ
ち
利
害
関
係
の
中
心
を
ど
こ
に
置
く
か
等
の
種
々
の
要
素
に
基
づ
い
て
居
住
者
（
旅
行
者
）
と
外
国
人
（
移
出
民
）
の
区
別
が
行
な
わ
れ
る
。
一
般
に
居
住
性
認
定
の
む
ず
か
し
い
場
合
は
収
支
表
作
成
国
の
決
定
に
任
さ
れ
る
。
た
だ
し
次
に
述
べ
る
国
際
機
関
の
ス
ク
ッ
フ
は
必
ず
そ
の
滞
在
す
る
国
の
居
住
者
と
さ
れ
る
。
(
b
)
機
関
。
（
・
1
)
一
国
の
居
住
者
。
中
央
政
府
、
地
方
政
府
、
政
(
a
)
 
(
3
)
 
国
際
通
貨
基
金
「
国
際
収
支
表
作
成
提
要
」
日
（
木
村
）
個
人
。
収
支
表
作
成
国
に
永
住
す
る
市
民
が
含
ま
れ
る
。
外
交
居
住
者
(
2
)
 
一
四
府
の
在
外
代
理
機
関
、
国
内
の
企
業
な
ら
び
に
非
営
利
組
織
。
た
だ
し
こ
れ
ら
の
在
外
支
店
・
子
会
社
は
非
居
住
者
。
二
国
以
上
の
居
住
者
。
た
と
え
ば
多
数
の
国
が
合
同
し
て
所
有
運
営
す
る
海
運
会
社
、
航
空
会
社
な
ど
の
企
業
は
企
業
参
加
国
全
体
の
居
住
者
と
み
な
さ
れ
、
そ
の
固
定
資
本
の
参
加
各
国
へ
の
婦
属
が
所
有
権
に
比
例
し
て
決
め
ら
れ
る
の
と
同
じ
基
準
で
、
国
際
収
支
表
に
計
上
さ
れ
る
べ
き
各
国
の
取
引
も
参
加
各
国
に
割
当
て
ら
れ
る
。
同
様
な
問
題
が
い
く
つ
か
の
国
に
わ
た
る
鉄
道
や
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ソ
に
つ
い
て
も
生
ず
る
。
か
か
る
企
業
は
そ
の
設
備
が
及
ぶ
国
全
体
の
居
住
者
と
さ
れ
、
そ
の
国
の
領
土
内
で
行
な
わ
れ
る
経
済
活
動
の
み
を
そ
の
国
の
経
済
活
動
と
す
る
。
C111)
国
際
機
関
。
各
国
政
府
よ
り
構
成
さ
れ
る
国
際
機
関
（
た
だ
し
非
金
融
的
企
業
活
動
に
従
事
す
る
組
織
を
除
く
）
は
、
そ
の
位
置
す
る
国
の
居
住
者
と
さ
れ
ず
、
い
わ
ば
国
境
外
の
国
際
的
地
域
の
居
住
者
と
み
な
さ
れ
、
こ
の
国
際
機
関
と
の
取
引
も
国
際
収
支
表
に
計
上
さ
れ
る
。
各
国
政
府
よ
り
構
成
さ
れ
る
企
業
組
織
は
国
際
機
関
と
し
て
扱
わ
ず
、
居
住
者
、
外
国
人
、
二
国
以
上
の
居
住
者
の
ど
れ
か
に
属
す
る
。
(
4
)
国
際
収
支
表
に
計
上
さ
れ
る
国
際
取
引
国
際
収
支
表
の
物
資
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
の
取
引
は
、
現
在
お
よ
び
過
去
に
生
産
さ
れ
た
中
間
財
・
完
成
財
、
お
よ
び
労
働
、
資
本
の
よ
う
な
生
産
要
素
の
本
源
的
サ
ー
ビ
ス
、
非
要
素
サ
ー
ビ
ス
が
含
ま
れ
る
。
国
民
勘
定
で
は
(
i
)
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本
源
的
サ
ー
ビ
ス
が
生
産
過
程
の
投
入
と
考
え
ら
れ
る
と
き
に
は
要
素
所
計
を
行
な
う
取
引
で
あ
る
。
若
干
の
例
を
あ
げ
よ
う
。
輸
出
入
取
引
で
国
際
通
貨
基
金
「
国
際
収
支
表
作
成
提
要
」
日
（
木
村
）
得
と
し
て
金
融
的
フ
ロ
ー
に
関
連
し
て
記
述
さ
れ
る
点
が
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
国
際
収
支
表
で
は
あ
ら
ゆ
る
利
子
そ
の
他
の
投
資
所
得
が
物
資
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
に
含
ま
れ
る
が
、
国
民
勘
定
で
は
所
得
お
よ
び
生
産
の
計
算
で
は
、
家
計
お
よ
び
政
府
に
支
払
っ
た
利
子
は
移
転
収
支
と
さ
れ
る
点
が
異
な
る
。
物
資
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
に
は
現
存
資
産
の
取
引
も
含
ま
れ
る
が
、
一
国
の
領
土
内
の
殆
ん
ど
の
国
定
資
産
は
居
住
者
的
経
済
単
位
に
属
す
る
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
る
慣
行
の
ゆ
え
に
、
土
地
の
取
引
ほ
居
住
者
と
外
国
人
の
間
に
行
な
わ
れ
る
も
の
と
し
な
い
。
移
転
収
支
は
他
の
社
会
勘
定
で
分
類
す
る
も
の
と
同
じ
型
の
取
引
を
計
上
す
る
。
資
本
お
よ
び
貨
幣
用
金
の
勘
定
の
資
産
に
は
貨
幣
用
金
と
、
居
住
者
が
外
国
人
に
対
し
て
も
つ
請
求
権
の
取
引
、
負
債
に
は
外
国
人
が
居
住
者
に
対
し
て
も
つ
請
求
権
の
取
引
が
計
上
さ
れ
る
。
収
支
表
作
成
国
の
市
民
の
設
備
の
外
国
政
府
に
よ
る
獲
得
（
購
入
）
、
流
動
化
（
売
却
）
は
金
融
的
請
求
権
の
取
引
と
解
さ
れ
る
が
ヽ
軍
事
設
備
に
関
す
る
同
様
な
取
引
は
物
資
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
に
入
れ
る
。
貨
幣
当
局
以
外
の
居
住
者
に
よ
る
金
取
引
は
物
資
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
に
、
貨
幣
当
局
の
金
取
引
は
資
本
お
よ
び
貨
幣
用
金
の
勘
定
に
計
上
さ
れ
る
。
(
5
)
帰
属
取
引
他
の
社
会
勘
定
と
同
じ
様
に
、
国
際
収
支
表
も
帰
属
取
引
を
含
む
。
婦
属
取
引
(
i
m
p
u
t
e
d
transaction)
と
は
仮
想
的
な
取
引
を
想
定
し
推
上
述
の
国
際
収
支
表
の
定
義
に
お
け
る
、
居
住
者
と
外
国
人
（
非
居
住
者
）
と
の
間
の
経
済
取
引
を
記
載
す
る
と
い
う
原
則
に
対
す
る
例
外
を
あ
げ
る
。
(
a
)
商
品
の
統
一
的
評
価
ベ
ー
ツ
ス
か
ら
生
ず
る
例
外
。
一
般
的
な
評
価
ベ
ー
シ
ス
は
輸
出
入
額
と
も
f.o.b.
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
輸
入
額
の
評
価
の
で
き
な
い
国
に
つ
い
て
は
輸
入
額
の
c.i.f・
に
よ
る
評
価
も
許
さ
れ
る
。
(
b
)
対
外
賓
産
お
よ
び
対
外
負
債
の
増
減
を
記
録
す
る
原
則
か
ら
生
ず
る
例
外
。
国
際
収
支
表
の
対
外
資
産
・
負
債
そ
れ
ぞ
れ
の
ネ
ッ
ト
の
増
(
6
)
 
居
住
者
—
外
国
人
原
則
に
対
す
る
例
外
か
る
帰
属
が
行
な
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
資
本
勘
定
の
記
入
に
よ
っ
て
相
殺
す
る
。
そ
の
他
の
種
々
の
場
合
に
も
か
あ
る
種
の
も
の
は
市
場
価
額
で
は
な
し
に
名
目
的
な
価
額
で
評
価
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
う
る
が
、
こ
の
場
合
、
焔
属
市
場
価
額
が
名
目
的
な
価
額
に
代
わ
っ
て
用
い
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
移
民
が
事
業
目
的
の
た
め
に
移
転
し
た
資
本
財
に
つ
い
て
は
、
所
有
権
移
転
な
き
同
一
本
人
間
の
取
引
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
居
住
者
ー
外
国
人
間
取
引
と
み
な
し
、
輸
出
入
取
引
に
含
ま
れ
る
。
ま
た
、
「
提
要
」
は
、
配
当
さ
れ
る
と
否
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
収
支
表
作
成
国
に
あ
る
す
べ
て
の
外
国
の
直
接
投
資
企
業
の
所
得
を
国
際
収
支
表
に
含
め
る
こ
と
を
規
定
し
、
そ
の
未
配
当
利
潤
を
一
四
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国
際
収
支
表
で
は
取
引
の
結
果
か
ら
生
ず
る
対
外
資
産
・
負
債
の
変
化
は
計
上
さ
れ
る
が
、
評
価
の
変
化
か
ら
生
ず
る
こ
れ
ら
の
状
態
の
変
化
は
計
上
さ
れ
な
い
。
次
に
、
計
上
範
囲
の
変
化
の
一
例
と
し
て
移
民
に
伴
う
移
転
を
と
り
あ
げ
る
と
、
「
提
要
」
第
一
、
二
版
で
は
、
こ
れ
は
も
と
の
国
の
居
住
者
の
資
格
で
行
な
う
新
し
い
国
の
居
住
者
の
資
格
を
も
つ
彼
自
身
へ
の
贈
与
と
み
な
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
移
民
の
実
物
資
産
お
よ
び
金
融
資
産
は
、
現
実
に
移
転
さ
れ
た
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
新
し
い
国
に
移
転
さ
れ
た
が
、
第
一
1
一
版
で
は
、
現
実
に
移
転
さ
れ
た
も
の
の
み
を
国
際
収
支
に
計
上
す
べ
き
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
(
7
)
 
国
際
通
貨
基
金
「
国
際
収
支
表
作
成
提
要
」
H
（
木
村
）
評
価
と
計
上
範
囲
の
変
化
、
移
民
に
伴
う
移
転
(
C
)
 
減
は
居
住
者
ー
外
減
国
人
間
取
引
の
結
果
か
ら
生
ず
る
が
、
居
住
者
ど
う
し
ま
た
は
外
国
人
ど
う
し
の
取
引
は
対
外
資
産
・
負
債
の
部
門
配
分
を
変
え
る
。
た
と
え
ば
通
貨
機
関
と
居
住
者
と
の
間
の
外
国
為
替
の
移
転
な
ど
で
あ
り
、
か
か
る
部
門
配
分
の
変
化
も
国
際
収
支
表
の
分
析
上
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
金
取
引
に
関
す
る
例
外
。
通
貨
機
関
の
金
保
有
の
増
減
は
国
際
雖
備
の
増
減
を
意
味
す
る
。
通
貨
機
関
の
金
取
引
は
相
手
が
居
住
者
で
あ
る
か
外
国
人
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
貨
幣
用
金
の
項
目
に
計
上
さ
れ
、
非
通
貨
機
関
の
金
取
引
は
相
手
が
通
貨
機
関
で
あ
る
か
外
国
人
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
非
貨
幣
用
金
と
し
て
物
資
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
勘
定
に
計
上
さ
れ
る
。
与
と
か
、
輸
出
代
金
を
民
間
の
外
国
為
替
残
高
に
繰
り
入
れ
た
り
財
購
入
(
a
)
 
計
上
範
囲
。
国
際
収
支
表
は
あ
ら
ゆ
る
対
外
取
引
を
網
羅
す
る
(
9
)
 
国
際
収
支
表
の
最
終
的
定
義
国
際
収
支
表
と
は
、
一
定
期
間
に
つ
い
て
の
以
下
の
事
項
を
体
系
的
に
記
録
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
勘
定
体
系
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
(
a
)
国
の
国
内
経
済
と
他
の
国
々
と
の
間
の
本
源
的
生
産
要
素
の
サ
ー
ビ
ス
を
含
む
実
物
資
源
の
フ
ロ
ー
、
(
b
)
資
産
お
よ
び
対
外
負
債
の
増
減
、
(
C
)
る
い
は
他
の
国
々
か
ら
取
得
）
し
た
実
物
資
源
ま
た
は
金
融
的
請
求
権
の
相
対
物
で
あ
る
移
転
収
支
゜
為
替
統
計
と
の
相
違
点
無
償
で
他
の
国
々
に
供
与
（
あ
が
、
為
替
統
計
は
国
内
の
銀
行
を
通
ず
る
貨
幣
的
移
転
を
生
ず
る
取
引
が
計
上
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
た
と
え
ば
、
バ
ー
ク
ー
取
引
や
現
物
贈
の
支
払
に
使
用
し
た
と
き
、
あ
る
い
は
海
外
投
資
所
得
の
再
投
資
な
ど
が
記
録
さ
れ
な
い
。
'
(
b
)
分
類
。
た
と
え
ば
国
際
収
支
表
で
は
一
般
に
輸
出
入
額
は
f.o.
b
.
ペ
ー
シ
ス
で
評
価
さ
れ
、
運
賃
、
保
険
は
別
途
計
上
さ
れ
る
が
、
為
替
統
計
で
は
現
実
の
取
引
条
件
に
よ
っ
て
評
価
は
様
々
で
あ
り
、
取
引
に
よ
っ
て
は
運
賃
、
保
険
を
含
む
も
の
も
含
ま
な
い
も
の
も
あ
る
。
国
際
収
支
表
の
商
品
項
目
の
原
統
計
資
料
を
為
替
統
計
に
と
る
場
合
に
は
こ
の
間
の
一
四
三
経
済
取
引
か
ら
生
ず
る
一
国
の
対
外
(
8
)
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実物的フロー
金融的フロー
取引者A 取引者B
(1) 貸方~ (2)借方
(3)借方←ー (4)貸方
国
際
通
貨
基
金
「
国
際
収
支
表
作
成
提
要
」
日
（
木
村
）
調
整
を
必
要
と
す
る
。
(
C
)
計
上
時
期
。
国
際
収
支
表
で
は
原
則
と
し
て
物
資
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
の
引
渡
し
時
期
を
基
準
と
す
る
が
、
為
替
統
計
で
は
為
替
売
買
の
時
期
に
よ
る
か
ら
、
前
払
、
後
払
等
に
よ
る
両
者
問
の
相
違
が
生
ず
る
。
(10)
国
際
収
支
表
と
他
の
社
会
勘
定
(
a
)
取
引
を
記
録
す
る
原
則
。
各
経
済
取
引
は
二
つ
の
フ
ロ
ー
か
ら
構
成
さ
れ
、
各
フ
ロ
ー
は
有
償
も
し
く
は
移
転
収
支
で
あ
る
他
の
フ
ロ
ー
と
対
応
づ
け
ら
れ
る
。
各
フ
ロ
ー
に
は
二
個
の
取
引
者
、
す
な
わ
ち
、
売
手
と
買
手
ま
た
は
支
払
者
と
受
取
者
が
存
在
す
る
。
か
く
し
て
一
取
引
に
つ
い
て
は
四
つ
の
面
が
あ
る
わ
け
で
、
た
と
え
ば
現
金
と
交
換
に
財
を
売
る
湯
合
、
販
売
、
購
入
、
貨
幣
支
払
、
貨
幣
受
取
の
四
面
が
あ
る
。
上
表
は
こ
の
例
を
示
す
。
国
際
収
支
表
は
主
と
し
て
居
住
者
ー
外
国
人
間
取
引
の
居
住
者
側
の
み
を
記
録
す
る
か
ら
い
わ
ゆ
る
開
い
た
体
系
の
記
録
で
あ
る
が
、
経
済
取
引
を
構
成
す
る
両
フ
ロ
ー
共
の
居
住
者
側
を
記
録
す
る
の
で
こ
の
原
則
ほ
垂
直
的
複
式
記
入
組
織
と
呼
ば
れ
る
。
上
表
の
A
を
居
住
者
、
B
を
外
国
人
と
し
て
、
田
と
③
が
記
帳
さ
れ
る
。
他
方
、
国
民
勘
定
と
部
門
金
融
表
は
国
内
部
門
と
並
ん
で
海
外
部
門
を
記
録
す
る
か
ら
い
わ
ゆ
る
閉
じ
た
体
系
の
記
録
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
計
上
さ
れ
る
経
済
取
引
か
ら
生
ず
る
各
フ
ロ
ー
は
、
各
取
引
者
ご
と
に
一
度
づ
つ
、
計
二
度
含
ま
れ
る
。
た
と
え
ば
上
表
で
、
国
民
勘
定
で
は
山
と
②
、
部
門
金
融
表
で
は
③
と
④
が
記
帳
さ
れ
る
。
こ
の
原
則
は
水
平
的
複
式
記
入
組
織
と
呼
ば
れ
る
。
ま
た
、
移
転
収
支
と
か
金
融
項
目
の
交
換
な
ど
の
よ
う
に
、
国
民
勘
定
と
か
部
門
金
融
表
の
そ
れ
ぞ
れ
に
四
つ
の
記
入
を
行
な
う
取
引
も
あ
る
こ
と
を
含
め
て
考
え
れ
ば
、
こ
れ
ら
は
四
重
式
記
入
組
織
と
呼
ぶ
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
居
住
者
ど
う
し
ま
た
は
外
国
人
ど
う
し
の
間
で
行
な
わ
れ
る
国
際
(
b
)
 
収
支
表
に
計
上
さ
れ
る
取
引
も
し
ば
し
ば
四
重
式
記
入
が
行
な
わ
れ
る
。
物
資
、
サ
ー
ビ
ス
、
移
転
収
支
の
分
類
。
国
民
勘
定
で
は
物
資
お
よ
び
非
要
素
サ
ー
ビ
ス
と
、
要
素
所
得
と
を
区
別
す
る
。
国
民
勘
定
で
は
、
物
資
お
よ
び
非
要
素
サ
ー
ビ
ス
の
国
内
経
済
へ
の
流
入
、
そ
れ
か
ら
の
流
出
は
、
海
外
勘
定
と
国
内
生
産
勘
定
と
に
記
入
さ
れ
る
。
こ
こ
で
国
内
生
産
勘
定
と
は
、
実
物
資
源
の
源
泉
（
国
内
生
産
と
輸
入
）
お
よ
び
使
途
（
消
費
、
投
資
、
輸
出
）
が
分
析
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
海
外
勘
定
は
ま
た
要
素
所
得
、
す
な
わ
ち
生
産
要
素
の
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
対
外
収
支
を
記
入
す
る
。
国
内
生
産
と
海
外
か
ら
の
純
要
素
所
得
の
合
計
は
国
民
生
産
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
消
費
と
投
資
と
を
控
除
す
れ
ば
物
資
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
（
要
素
サ
ー
ビ
ス
を
含
む
）
の
純
輸
出
が
得
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
際
収
支
表
は
生
産
、
消
費
、
投
資
の
評
価
の
無
矛
盾
性
を
検
証
す
る
の
に
使
用
し
う
る
。
国
際
収
支
表
は
国
民
勘
定
の
海
外
勘
定
の
資
料
源
泉
と
一
四
四
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資
本
項
目
の
分
類
。
部
門
金
融
表
と
国
際
収
支
表
と
は
、
対
外
資
産
の
増
減
を
記
録
す
る
取
引
の
範
囲
に
つ
い
て
も
、
ま
た
、
そ
の
増
減
が
国
内
取
引
か
ら
生
じ
た
か
海
外
取
引
か
ら
生
じ
た
か
を
記
録
す
る
点
に
つ
い
て
も
同
じ
で
あ
る
が
、
通
常
、
部
門
の
数
は
前
者
の
方
が
多
い
。
部
門
金
融
表
の
海
外
勘
定
は
国
内
部
門
全
体
の
対
外
資
産
の
純
変
化
、
し
た
が
っ
て
国
際
収
支
表
の
対
外
資
産
の
純
変
化
を
海
外
部
門
の
負
債
の
増
減
と
し
て
記
入
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
際
収
支
表
の
対
外
資
産
の
増
減
の
記
録
に
含
ま
れ
る
国
内
取
引
は
、
海
外
勘
定
で
は
相
殺
さ
れ
る
。
唯
一
の
例
外
は
貨
幣
用
金
保
有
の
増
減
で
、
国
際
収
支
表
と
同
じ
様
に
、
こ
れ
が
居
住
者
と
外
国
人
と
の
間
の
取
引
に
由
来
す
る
か
、
居
住
者
ど
う
し
の
取
(
C
)
 
国
際
収
支
表
で
は
商
品
、
う
よ
う
な
分
類
の
仕
方
が
さ
れ
て
い
る
が
、
国
民
勘
定
で
は
要
素
サ
ー
ビ
ス
、
物
資
お
よ
び
非
要
素
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
よ
う
な
分
類
の
仕
方
で
あ
っ
て
、
後
者
は
国
際
取
引
の
分
析
に
即
応
す
る
も
の
で
は
な
い
。
次
に
、
国
民
勘
定
の
海
外
勘
定
と
国
際
収
支
表
の
移
転
収
支
と
は
計
上
範
囲
を
同
じ
く
す
る
が
、
前
者
は
受
取
者
の
所
得
と
み
な
さ
れ
る
経
常
移
転
と
、
所
得
と
み
な
さ
れ
な
い
資
本
移
転
に
区
分
さ
れ
る
が
、
後
者
で
は
こ
の
区
分
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
国
際
収
支
表
の
移
転
収
支
は
政
府
間
贈
与
が
多
く
、
所
得
と
も
非
所
得
と
も
分
類
で
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
代
わ
り
に
国
際
収
支
表
で
は
中
央
政
府
と
そ
の
他
と
の
区
分
を
行
な
っ
て
い
る
。
国
際
通
貨
基
金
「
国
際
収
支
表
作
成
提
要
」
日
（
木
村
）
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
輸
送
、
旅
行
と
い
一
四
五
(
1
1
)
国
際
収
支
表
と
外
国
貿
易
統
計
に
関
す
る
U
N
標
準
「
提
要
」
と
、
国
連
経
済
社
会
理
事
会
お
よ
び
そ
の
統
計
局
に
よ
っ
て
勧
告
さ
れ
た
貿
易
統
計
作
成
の
統
一
標
準
と
は
、
輸
出
入
額
の
評
価
を
取
引
価
額
で
行
な
う
点
は
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
輸
出
入
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
原
則
的
に
は
前
者
で
は
財
の
所
有
権
の
移
転
を
、
後
者
で
は
税
関
を
通
過
す
る
財
の
物
理
的
移
動
を
指
す
と
し
て
も
、
両
者
に
加
え
ら
れ
た
修
正
は
、
実
際
上
の
一
致
を
も
た
ら
す
傾
向
を
も
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
「
提
要
」
で
は
、
所
有
権
を
移
転
せ
ず
に
加
工
の
た
め
に
輸
出
入
さ
れ
た
財
を
、
そ
れ
が
外
国
貿
易
統
計
に
含
ま
れ
て
い
る
若
干
の
重
要
な
場
合
に
つ
い
て
は
、
所
有
権
の
移
転
が
想
定
さ
れ
、
帰
属
取
引
と
し
て
扱
う
。
他
方
、
外
国
貿
易
統
計
は
税
関
を
通
過
し
な
い
若
干
の
財
（
た
と
え
ば
海
外
で
捕
獲
さ
れ
そ
の
ま
ま
外
国
に
売
ら
れ
た
魚
そ
の
他
の
海
産
物
等
）
を
含
む
。
両
者
の
差
異
は
次
の
点
に
あ
る
。
海
外
に
お
け
る
商
品
取
引
は
、
「
提
要
」
で
は
ネ
ッ
ト
基
準
で
計
上
さ
れ
る
が
、
外
国
貿
易
統
計
で
は
含
ま
れ
な
い
こ
と
。
ま
た
前
者
は
期
間
を
お
い
て
作
成
さ
れ
る
の
で
、
u
p
to 
d
a
t
e
 
!;2.
継
続
し
て
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
後
者
に
比
べ
る
と
、
遥
か
に
多
く
の
調
整
が
可
能
で
あ
る
こ
と
。
更
に
、
輸
入
額
の
評
価
ペ
ー
シ
ス
に
つ
い
て
は
、
前
者
で
は
f.o.b.
を
望
ま
し
い
と
し
、
後
者
で
は
c.i.f.
で
行
な
わ
れ
る
。
引
に
由
来
す
る
か
が
記
録
さ
れ
る
。
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(
2
)
 
(
1
)
 
(12) 
国
際
通
貨
基
金
「
国
際
収
支
表
作
成
提
要
」
日
（
木
村
）
国
際
収
支
表
の
地
域
的
分
類
「
提
要
」
は
国
際
収
支
表
を
国
別
、
地
域
別
に
分
類
す
る
制
度
を
与
え
＇
て
い
る
。
基
本
的
方
法
国
際
収
支
表
の
大
き
な
分
類
国
際
収
支
表
は
A
表
ー
国
際
収
支
総
括
表
、
B
表
ー
国
際
収
支
地
域
分
類
表
、
に
大
別
さ
れ
、
ま
た
A
、
B
そ
れ
ぞ
れ
は
第
1
部
ー
物
資
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
と
移
転
収
支
、
第
2
部
ー
資
本
お
よ
び
貨
幣
用
金
の
移
動
、
第
3
部
ー
第
1
部
と
第
2
部
の
調
整
、
に
分
た
れ
、
更
に
A
表
の
1
、
商
品
ー
16
、
他
の
通
貨
機
関
の
一
六
の
項
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
詳
細
な
表
が
あ
り
、
ま
た
B
表
で
は
商
品
の
地
域
分
類
表
が
付
表
と
さ
れ
て
い
る
。
計
上
方
法
、
誤
差
と
脱
漏
居
住
者
ー
外
国
人
間
取
引
は
垂
直
的
複
式
記
入
組
織
に
よ
る
。
下
の
表
を
参
照
の
こ
と
。
居
住
者
ど
う
し
ま
た
は
外
国
人
ど
う
し
の
取
引
は
水
平
的
複
式
記
入
組
織
に
よ
る
。
た
と
え
ば
、
c.i.f.
ペ
ー
シ
ス
で
輸
入
額
を
記
録
す
る
国
で
、
輸
入
に
関
し
居
住
者
に
帰
す
る
運
賃
が
あ
れ
ば
、
後
掲
A
表
の
項
目
1
の
借
方
と
項
目
3
の
貸
方
に
記
入
す
る
。
国
際
収
支
表
に
計
上
さ
れ
る
居
住
者
ど
う
し
の
金
も
し
く
は
対
外
資
産
の
取
引
は
、
相
対
取
際
収
支
表
で
は
両
フ
ロ
ー
の
両
端
と
も
、
す
な
わ
ち
四
つ
の
記
入
を
行
な
う
。
国
際
収
支
表
に
計
上
さ
れ
る
対
外
負
債
の
外
国
人
ど
う
し
の
取
引
は
、
対
外
負
債
の
増
加
し
た
相
手
外
国
人
に
対
し
て
は
貸
方
、
他
は
借
方
記
入
を
行
な
う
。
さ
て
、
国
際
収
支
表
の
貸
借
各
合
計
は
一
致
す
る
を
立
前
と
す
る
が
、
資
料
の
都
合
で
一
致
し
な
い
の
が
普
通
で
あ
る
か
ら
、
A
表
で
誤
差
脱
漏
の
項
を
設
け
て
そ
の
一
致
を
得
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
金融項目を対価とする物
資およびサービスの売買
｀ 
ハークー
金融項目の交換
物資およびサービスの無
償の授受
金融項目の無償の授受
記入箇所の数
物資および 移転収支 資本および貨幣
サービス 用金の移動
1 
。2
0
1
0
 
0
0
1
1
 
0
2
0
1
 
門
と
の
間
で
交
換
さ
れ
る
と
き
、
国
対
外
資
産
が
貨
幣
部
門
と
非
貨
幣
部
引
と
し
て
国
内
資
産
ま
た
は
負
債
に
関
す
る
取
引
を
も
つ
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
そ
の
二
つ
の
フ
ロ
ー
の
一
っ
だ
け
が
国
際
収
支
表
で
計
上
さ
れ
、
そ
の
フ
ロ
ー
の
両
端
が
入
っ
て
く
る
。
前
節
(10)
の
表
の
③
と
山
が
記
入
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
異
な
れ
る
部
門
に
属
す
る
居
住
者
ど
う
し
で
二
つ
の
対
外
資
産
が
交
換
さ
れ
る
と
き
、
あ
る
い
は
、
金
と
（
あ
る
い
は
）
一
四
六
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は
一
般
に
グ
ロ
ス
に
よ
っ
て
記
入
さ
れ
る
。
た
だ
し
仲
介
取
引
は
ネ
ッ
ト
。
(
a
)
 
(
3
)
 
分
類
の
問
題
グ
ロ
ス
計
上
と
ネ
ッ
ト
計
上
。
物
資
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
の
計
数
所
有
権
の
移
転
を
伴
な
い
加
工
の
た
め
の
輸
入
は
特
別
な
場
合
、
た
と
え
ば
直
接
投
資
関
係
に
あ
る
企
業
閻
内
部
で
加
工
が
行
な
わ
れ
る
と
き
や
、
加
工
取
り
き
め
が
本
質
上
金
融
の
一
つ
の
手
段
で
あ
る
と
き
は
グ
ロ
ス
が
望
ま
し
い
が
、
そ
の
場
合
以
外
は
ネ
ッ
ト
。
移
転
収
支
に
つ
い
て
は
一
般
に
問
題
は
な
い
が
、
援
助
を
受
け
て
い
る
国
が
い
わ
ゆ
る
見
返
り
資
金
と
し
て
、
そ
の
援
助
の
国
内
通
貨
代
り
金
の
一
定
部
分
を
援
助
を
与
え
て
く
れ
た
国
に
使
用
可
能
な
ら
し
め
る
場
合
に
は
、
援
助
額
と
見
返
り
資
金
額
と
の
両
方
を
示
す
グ
ロ
ス
基
準
が
採
用
さ
れ
る
。
資
産
と
負
債
の
増
減
は
一
般
に
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
内
部
の
資
産
と
負
債
と
に
つ
い
て
別
々
に
ネ
ッ
ト
で
計
上
さ
れ
る
。
し
か
し
、
一
国
が
他
の
二
国
間
の
資
本
移
動
に
つ
い
て
仲
介
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
場
合
、
た
と
え
ば
、
合
衆
国
が
カ
ナ
ダ
を
通
し
て
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
ヘ
直
接
投
資
す
る
場
合
に
は
、
カ
ナ
ダ
は
ラ
テ
ソ
ア
メ
リ
カ
に
対
外
資
産
と
合
衆
国
に
対
す
る
対
外
負
債
と
の
名
目
的
増
加
を
生
ず
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
カ
ナ
ダ
の
収
支
総
括
表
か
ら
は
除
外
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
(
b
)
利
益
共
同
体
か
ら
生
ず
る
取
引
。
た
と
え
ば
地
域
防
衛
機
構
な
ど
の
利
益
共
同
体
と
の
取
引
の
問
題
が
あ
る
。
一
国
が
他
国
に
供
与
し
た
国
際
通
貨
基
金
「
国
際
収
支
表
作
成
提
要
」
日
（
木
村
）
一
四
七
留
す
る
外
国
軍
隊
が
こ
の
国
か
ら
無
料
で
受
取
る
物
資
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
、
通
貨
は
、
備
考
項
目
で
記
録
さ
れ
る
。
防
衛
機
構
構
成
国
全
体
の
目
erican 
H
i
g
h
w
a
y
 
評
価
の
問
題
I
n
t
e
r
,
A
m
,
 
的
の
た
め
の
軍
事
施
設
建
設
費
用
は
、
貨
用
を
拠
出
し
た
国
全
体
の
共
同
購
入
と
さ
れ
、
拠
出
金
は
物
資
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
勘
定
に
入
れ
ら
れ
る
。
そ
の
他
の
例
と
し
て
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
に
お
け
る
る
が
、
こ
の
種
の
支
出
は
元
来
そ
れ
が
そ
の
国
の
利
益
と
な
る
か
他
の
国
の
利
益
と
な
る
か
に
応
じ
て
、
物
資
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
の
支
払
か
移
転
支
払
か
に
な
る
の
で
あ
る
。
一
般
に
取
引
価
額
で
計
上
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
自
由
市
場
に
お
け
る
取
引
が
存
在
し
な
い
場
合
に
は
、
こ
れ
以
外
の
価
額
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
。
ま
ず
、
別
個
の
経
済
単
位
と
さ
れ
て
は
い
る
が
実
は
直
接
投
資
関
係
に
あ
る
親
会
社
と
子
会
社
間
の
取
引
は
、
た
と
え
ば
税
金
の
最
も
低
い
国
に
こ
の
会
社
グ
ル
ー
。
フ
の
収
入
を
集
中
す
る
目
的
か
ら
、
市
場
価
格
以
上
ま
た
は
以
下
で
決
め
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
、
か
か
る
名
目
価
格
は
帰
属
市
場
価
格
で
置
き
換
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
次
に
、
政
府
贈
与
の
よ
う
な
無
償
で
供
与
さ
れ
た
物
資
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
他
の
客
観
的
な
価
格
が
得
ら
れ
な
い
場
合
に
は
供
与
者
に
要
し
た
費
(
4
)
 
の
建
設
費
に
対
す
る
合
衆
国
の
拠
出
金
な
ど
が
あ
軍
用
品
は
他
の
物
資
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
と
同
様
に
扱
わ
れ
る
。
一
国
に
駐
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5
)
 
額
で
記
入
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
が
通
常
で
あ
る
。
国
際
通
貨
基
金
「
国
際
収
支
表
作
成
提
要
」
日
（
木
村
）
用
が
記
入
さ
れ
る
。
ま
た
こ
の
費
用
が
国
内
生
産
者
へ
の
補
助
金
を
含
ん
で
い
て
、
世
界
市
場
価
格
を
越
え
る
場
合
に
は
、
費
用
価
格
の
代
わ
り
に
世
界
市
場
価
格
を
使
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
こ
の
差
は
補
助
金
と
い
う
国
内
取
引
を
表
わ
す
。
ま
た
逆
に
、
外
国
援
助
計
画
の
下
で
供
給
さ
れ
、
そ
の
資
金
が
借
款
も
し
く
は
国
内
通
貨
に
よ
る
支
払
に
よ
っ
て
給
さ
れ
る
物
資
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
は
人
為
的
に
低
い
価
格
で
評
価
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
が
、
か
か
る
取
引
は
世
界
市
場
価
格
ま
た
は
売
手
の
要
費
す
る
賀
用
価
格
で
置
き
換
え
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
こ
の
価
額
と
契
約
価
額
の
差
額
は
贈
与
と
し
て
扱
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
か
か
る
取
引
を
再
評
価
す
る
に
必
要
な
情
報
を
入
手
す
る
こ
と
む
ず
か
し
く
、
指
定
さ
れ
た
公
表
価
通
貨
の
換
算
の
問
題
国
内
通
貨
建
で
取
引
価
額
を
評
価
す
る
場
合
、
外
国
為
替
で
行
な
わ
れ
た
取
引
は
、
個
々
の
外
国
為
替
売
買
の
現
実
の
相
場
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
単
一
の
相
場
で
邦
貨
へ
の
換
算
が
行
な
わ
れ
る
べ
き
で
、
も
し
実
施
さ
れ
て
い
る
平
価
が
あ
れ
ば
そ
れ
で
換
算
さ
れ
、
平
価
と
為
替
売
買
相
場
の
差
は
為
替
取
引
上
の
サ
ー
ビ
ス
料
と
み
る
べ
き
で
、
こ
れ
は
通
常
は
国
内
取
引
で
あ
る
。
複
数
為
替
相
場
、
自
由
変
動
為
替
相
場
を
も
つ
国
は
、
金
と
固
定
的
な
関
係
を
も
つ
通
貨
単
位
で
表
示
し
た
国
際
収
支
表
の
報
告
が
要
求
さ
れ
る
が
、
か
か
る
表
は
国
内
通
貨
で
表
示
さ
れ
る
他
の
社
会
勘
定
と
の
比
較
に
適
し
な
い
。
邦
貨
へ
の
換
算
は
、
自
由
変
動
相
場
の
場
合
は
理
論
的
に
は
簡
単
で
、
取
引
完
結
時
の
相
場
で
邦
貨
換
算
を
す
れ
ば
よ
い
・
わ
け
で
あ
る
が
、
実
際
上
こ
の
基
準
で
国
際
収
支
表
を
作
成
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
て
、
概
算
法
を
必
要
と
す
る
。
複
数
相
場
の
場
合
は
理
論
上
複
雑
で
あ
り
、
む
し
ろ
実
際
的
な
方
法
が
期
待
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
単
一
相
場
で
邦
貨
に
換
算
し
、
そ
れ
と
現
実
の
為
替
売
買
相
場
で
評
価
し
た
額
と
の
差
を
間
接
税
、
補
助
金
と
解
釈
す
る
方
法
で
あ
る
。
で
は
こ
の
単
一
相
場
を
ど
の
よ
う
に
選
ぶ
か
。
―
つ
の
方
法
は
、
為
替
管
理
が
行
な
わ
れ
て
い
な
い
場
合
に
、
需
要
と
供
給
と
を
均
衡
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
よ
う
な
相
場
を
採
用
す
る
こ
と
。
も
う
―
つ
の
方
法
は
、
複
数
相
場
制
と
択
一
的
な
関
係
を
も
つ
、
よ
り
現
実
的
な
方
法
と
み
な
さ
れ
る
為
替
管
理
制
の
も
と
で
維
持
さ
れ
る
と
予
想
さ
れ
る
相
場
を
採
用
す
る
こ
と
で
、
こ
の
方
が
よ
り
簡
単
な
実
際
的
方
法
で
あ
る
。
国
際
収
支
表
と
そ
の
説
明
ま
ず
記
号
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
．
（
ー
—
)
は
計
数
が
ゼ
ロ
ま
た
は
示
さ
れ
た
最
終
桁
の
半
分
に
達
し
な
い
項
で
用
い
、
(
.
.
.
 ）
は
資
料
入
手
不
可
能
の
項
で
用
い
る
。
A
表
ー
国
際
収
支
総
括
表
一
四
八
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国
際
通
貨
基
金
「
国
際
収
支
表
作
成
提
要
」
日
（
木
村
）
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4. 曹その他運賃・・...........................1 N 
は言:::::::::::::::::::
ば：穴：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：
: ：資収：●： : ：  ： ： ：： : ： :： : ： ：: ：  : ： :： : ：  ：  ：  ：  ：  : ：  ：  :  ：  ： : ： ：
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国
際
通
貨
基
金
「
国
際
収
支
表
作
成
提
要
」
日
（
木
村
）
A表国際収支総括表（つづき）
第3部 第1部と第2部との調整＊
計上期間...・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
使用為替相湯U.S.$．．．．．．．．…………対....................
作成国
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
通貨．．．．．．．．．．．．…………単位．．．．．．—·……………
項 目 貸 方 借 方
17.物資のおよびサービス(1~8)…………………………
18.移転収支 (9+10)....................... 
19.対外資産および貨幣用金 (11~16，資産）………………
20.対外負債 (11~16,負債）・・・..●● •…•......................... 
21.ネット取弓1額合計(17~20)・．．．．．．．．．．．．．．．．．．
2.ネット誤差および脱漏・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・"・・・・・・・・・・・
23.合 計 (21+2).,......................
＊第 1部の物資およびサービス (1~8)，移転収支 (9+10)と第2部の対外資産と貨幣用
金 (11~16，資産），対外負債 (11~16，負債）のそれぞれの貸方と借方の差額（ネット）が第3部
17~20に転記され， 次に，これらのネット貸方合計とネット借方合計がネット取引額合計とし
て21に記入される。最後に，ネット誤差および脱漏として 22に． 21の貸方と借方の差額を記入
してその結果， 23の合計の貸方と借方は一致する。
誤差および脱漏はネットで記入される。 この項の貸方記入は貸方のネット過少記録もしくは
借方のネット過大記録の結果であり， 借方記入は借方のネット過少記録もしくは貸方のネット
過大記録の結果である。
所
有
権
を
移
転
せ
ず
税
関
を
通
過
す
る
物
資
正
常
的
に
は
国
際
収
支
表
の
取
引
に
含
ま
れ
な
い
。
か
か
る
物
資
と
し
て
は
、
(
a
)
貯
蔵
用
、
(
b
)
加
工
用
、
(
C
)
返
品
用
、
(
d
)
通
過
貿
易
、
(
e
)
賃
貸
借
用
、
の
た
め
の
輸
出
入
品
が
あ
る
。
(
a
)
貯
蔵
用
。
た
と
え
ば
カ
ナ
ダ
の
小
麦
が
合
衆
国
で
貯
蔵
さ
れ
、
そ
の
後
イ
ギ
リ
ス
に
輸
出
さ
れ
る
場
合
、
カ
ナ
ダ
か
ら
イ
ギ
リ
ス
ヘ
の
輸
出
と
さ
れ
、
貯
蔵
料
は
合
衆
国
か
ら
カ
ナ
ダ
ヘ
の
サ
ー
ビ
ス
の
輸
出
と
す
る
。
(
b
)
加
工
用
。
通
常
の
貿
易
統
計
で
は
グ
ロ
ス
基
準
で
輸
出
入
と
し
(
1
)
 
一
五
[
―
般
的
説
明
]
商
品
の
輸
出
入
は
若
干
の
例
外
を
も
つ
が
、
そ
の
国
の
税
関
を
通
過
す
る
物
資
の
所
有
権
の
国
際
的
移
転
の
す
べ
て
と
、
所
有
権
を
移
転
せ
ず
税
関
を
通
過
す
る
あ
る
種
の
も
の
、
税
関
を
通
過
せ
ず
所
有
権
を
移
転
す
る
あ
る
種
の
も
の
、
更
に
有
償
取
引
（
以
後
商
業
取
引
と
呼
ぶ
）
の
み
な
ら
ず
無
償
取
引
（
以
後
非
商
業
取
引
と
呼
ぶ
）
も
含
む
。
評
価
は
原
則
と
し
て
所
有
権
移
転
時
点
で
の
取
引
価
額
で
、
f.o.b.
ベ
ー
シ
ス
（
例
外
と
し
て
輸
入
額
の
c.i.f.
ペ
ー
シ
ス
も
許
さ
れ
る
）
で
あ
り
、
資
料
は
通
常
、
税
関
統
計
も
し
く
は
為
替
統
計
か
ら
と
り
調
整
を
加
え
る
。
商
品
の
項
に
含
ま
ぬ
取
引
と
し
て
は
、
金
取
引
、
他
の
取
引
に
含
ま
れ
る
船
舶
の
石
炭
等
の
貯
蔵
品
、
旅
行
者
の
購
入
、
外
交
官
が
海
外
で
購
入
使
用
す
る
も
の
な
ど
が
あ
る
。
第
1
部
物
資
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
と
移
転
収
支
1
、
商
品
(
I
表）
342 
(
2
)
 
資
本
勘
定
の
記
入
は
行
な
わ
な
い
。
国
際
通
貨
基
金
「
国
際
収
支
表
作
成
提
要
」
日
（
木
村
）
て
計
上
さ
れ
る
が
、
「
提
要
」
で
は
原
則
上
、
加
工
料
の
み
物
資
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
に
計
上
す
る
。
た
だ
し
直
接
投
資
関
係
に
あ
る
企
業
間
内
部
で
の
加
工
な
ど
多
数
の
加
工
取
引
が
グ
ロ
ス
基
準
で
計
上
さ
れ
る
。
(
C
)
返
品
用
。
当
期
の
返
品
物
資
は
当
期
の
輸
出
入
額
か
ら
控
除
す
る
だ
け
で
あ
り
、
他
の
期
の
輸
出
入
ま
た
は
在
庫
に
対
す
る
調
整
と
か
、
税
関
を
通
過
し
な
い
物
資
の
取
引
作
成
国
の
漁
船
が
捕
獲
し
直
接
海
外
に
売
っ
た
魚
そ
の
他
の
海
産
物
、
船
舶
そ
の
他
の
輸
送
設
備
の
売
買
、
作
成
国
政
府
が
あ
る
国
で
購
入
し
他
の
国
で
使
用
す
る
物
資
、
等
は
国
際
収
支
表
に
含
む
。
商
品
項
目
に
含
ま
な
い
も
の
と
し
て
、
居
住
者
が
海
外
で
購
入
し
消
費
し
た
物
資
と
外
国
人
が
作
成
国
で
購
入
し
消
費
し
た
物
資
と
は
他
の
箇
所
に
計
上
さ
れ
、
ま
た
海
外
で
購
入
し
か
つ
海
外
で
販
売
し
た
物
資
は
そ
の
差
額
（
主
に
利
澗
）
の
み
が
A
表
の
1
.
2
に
、
ま
た
海
外
で
購
入
し
か
つ
海
外
で
贈
与
し
た
物
資
は
そ
の
購
入
費
が
移
転
収
支
に
計
上
さ
れ
る
。
(
3
)
輸
出
入
額
に
対
す
る
調
整
(
a
)
評
価
調
整
。
税
関
統
計
は
一
般
に
輸
出
は
f.o.b.
輸
入
は
c.i.f.
ペ
ー
シ
ス
で
、
為
替
統
計
は
取
引
条
件
に
従
う
の
で
f.o.b.,
c.i.f.
混
合
で
あ
る
。
I
表
項
目
2
で
は
輸
出
入
f.o.b.
統
一
評
価
（
時
に
は
輸
入
の
み
c.i.f.)
の
た
め
の
調
整
を
行
な
う
。
次
に
、
商
業
取
引
の
取
引
価
額
(
b
)
 
は
契
約
価
額
で
あ
り
、
契
約
価
額
の
明
定
な
き
場
合
（
た
と
え
ば
本
支
店
間
取
引
）
と
か
非
商
業
取
引
（
た
と
え
ば
現
物
贈
与
）
の
場
合
に
は
、
輸
出
国
f.o.b.
ペ
ー
シ
ス
に
調
整
さ
れ
た
国
際
市
場
価
格
に
甚
づ
く
帰
属
契
約
価
格
で
評
価
さ
る
べ
き
で
、
国
際
市
場
価
格
が
得
ら
れ
な
い
と
き
（
た
と
え
ば
余
剰
財
産
）
は
、
当
期
に
生
産
さ
れ
た
財
に
つ
い
て
は
提
供
者
の
支
払
う
費
用
、
過
去
に
生
産
さ
れ
た
財
に
つ
い
て
は
再
売
価
額
で
評
価
さ
る
ぺ
き
で
あ
る
。
I
表
項
目
4
は
税
関
統
計
そ
の
他
の
原
資
料
を
取
引
価
額
基
準
に
直
す
た
め
の
調
整
で
あ
る
。
む
べ
き
と
き
は
、
計
上
範
囲
の
調
整
。
税
関
統
計
で
は
再
輸
出
や
あ
る
種
の
物
資
、
た
と
え
ば
銀
や
小
包
郵
便
を
除
外
す
る
こ
と
が
あ
り
、
ま
た
為
替
統
計
で
は
現
物
贈
与
と
か
、
会
社
間
の
貸
借
記
帳
決
済
に
よ
る
物
資
の
取
引
は
計
上
さ
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
取
引
で
A
表
の
1
.
1
に
含
I
表
の
5
.
1
の
加
算
に
計
上
し
、
他
方
、
国
際
収
支
表
に
計
上
す
べ
き
で
な
い
か
、
ま
た
は
他
の
項
目
に
計
上
す
べ
き
も
の
を
原
資
料
が
含
む
と
き
、
そ
れ
を
5
.
2
の
控
除
に
計
上
す
る
。
(
C
)
計
上
時
期
の
調
整
。
輸
出
入
計
上
時
期
は
所
有
権
を
移
転
す
る
時
期
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
輸
出
業
者
（
輸
入
業
者
）
が
実
物
資
産
と
し
て
の
こ
の
財
の
帳
簿
か
ら
落
と
し
（
帳
簿
に
記
入
し
）
、
こ
れ
に
対
応
し
て
金
融
資
産
あ
る
い
は
負
債
の
変
化
を
記
録
す
る
時
を
指
す
。
I
表
項
目
6
は
原
資
料
記
録
時
期
と
所
有
権
移
転
時
期
の
相
違
あ
る
場
合
の
調
整
で
一
五
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あ
り
、
6
.
1
と
6
.
2
は
税
関
統
計
を
原
資
料
と
す
る
と
き
に
使
う
。
こ
れ
ら
の
項
目
の
在
庫
と
は
、
居
住
者
が
直
接
（
ま
た
は
代
理
店
を
通
じ
間
接
）
に
保
有
す
る
が
海
外
と
か
自
由
港
な
ど
の
税
関
の
外
側
ま
た
は
保
税
倉
庫
外
に
置
か
れ
た
も
の
、
お
よ
び
外
国
人
が
直
接
（
ま
た
は
代
理
店
を
通
じ
て
間
接
）
に
保
有
す
る
が
税
関
の
内
側
ま
た
は
保
税
倉
庫
内
に
置
か
れ
た
も
の
を
指
す
。
次
に
、
6
.
3
、
6
.
4
は
為
替
統
計
を
原
資
料
と
す
し
た
貿
易
信
用
は
資
本
勘
定
に
記
入
さ
れ
る
。
6
.
1
、
6
.
2
は
商
品
の
輸
出
入
と
し
て
計
上
さ
れ
な
い
在
庫
の
変
動
は
含
ま
な
い
。
最
も
重
要
な
例
は
、
居
住
者
が
海
外
で
行
な
っ
た
商
品
取
上
す
る
か
か
る
取
引
の
純
差
額
は
在
庫
の
変
動
と
並
ん
で
取
引
上
の
利
潤
を
含
む
。
こ
の
差
額
は
A
表
の
1
.
2
に
計
上
さ
れ
る
。
[
各
項
目
の
説
明
]
額
お
よ
び
そ
の
調
整
は
借
方
に
記
入
さ
れ
る
。
国
際
通
貨
基
金
「
国
際
収
支
表
作
成
提
要
」
日
（
木
村
）
I
表
ー
商
品
取
引
で
は
、
輸
出
額
お
よ
び
そ
の
調
整
は
貸
方
に
、
輸
入
引
か
ら
生
ず
る
在
庫
の
変
動
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
I
表
項
目
8
に
計
入
す
る
。
項
目
1
、
税
関
統
計
ま
た
は
為
替
統
計
に
記
録
さ
れ
た
原
貿
易
計
数
（
わ
が
国
で
は
税
関
統
計
、
輸
出
f.o.b.
輸
入
c.i.f.
の
ベ
ー
シ
ス
）
を
記
項
目
2
、
統
一
評
価
（
わ
が
国
で
は
輸
出
入
と
も
f.o.b.)
を
要
す
る
と
き
記
入
さ
れ
る
。
項
目
2
.
1
と
2
.
2
と
で
は
、
原
資
料
の
輸
出
額
が
輸
出
国
内
の
あ
る
地
点
で
評
価
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
国
境
ま
で
の
内
国
運
(
4
)
 
海
外
に
お
け
る
商
品
取
引
の
純
差
額
ー 表
の
、
未
払
で
所
有
権
の
移
転
済
の
も
の
に
つ
い
て
の
調
整
で
あ
る
。
供
受
商
る
と
き
に
使
う
。
輸
出
入
品
で
、
支
払
済
で
所
有
権
の
移
転
が
未
済
の
も
品 取 弓I
項 目 ［貸方 1借方
一五―――
1. 原買易計数（輸出 f.o.b.，輸入 ） 
2. 統一評価への調整 (2.1~2.4) ……•,.......
2.1. 内国運賃・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
2.2. 内国保険料・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
2.3. 国際運賃
2.4． 国際保険五：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：
3. 輸出 f.o.b.， 輸入 (1+2)・・・・・・・・
4. その他の評価調盤……………. 
5. 計上範囲の調整 (5.1+5.2) ………•••
5.1. 加 算・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．
5.2. 控除((-）記号で記入）………………
6. 計上時期の調整 (6.1+6.2)..................
6.1. 在外在庫の変動＊．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
6.2. 収支作成国内での
外国所有在庫の変動＊…………………
6.3. 供与した貿易信用t・・・….................. 
6.4. 享受した貿易信用 t·…………•
7. 調整後の輸出f.o.b.．輸入 ………••• 
(3~6=A表項目1.1).............. 
8. 海外における商品取引 (A表項目 1.2)• …•• XXX  
＊税関統計に基づく貿易資料に対する調整。
t為替統計に基づく貿易資料に対する調整。
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「
国
際
収
支
表
作
成
提
要
」
日
（
木
村
）
賃
、
内
国
保
険
料
が
加
算
さ
れ
、
逆
に
輸
入
品
が
輸
入
国
内
の
あ
る
地
点
で
評
価
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
国
境
か
ら
の
内
国
運
賃
、
内
国
保
険
料
が
控
除
さ
れ
る
。
項
目
2
.
3
と
2
.
4
と
で
は
、
国
際
運
賃
、
国
際
保
険
料
が
原
資
料
の
輸
出
額
に
含
ま
れ
る
と
き
に
は
そ
れ
ら
を
控
除
す
る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
が
原
資
料
の
輸
入
額
に
含
ま
れ
る
と
き
に
は
、
輸
入
額
を
f.o.b.
ベ
ー
シ
ス
で
示
す
に
は
そ
れ
ら
を
控
除
し
、
そ
れ
ら
が
原
資
料
の
輸
入
額
に
含
ま
れ
な
い
と
き
に
は
、
輸
入
額
を
c.i.f.
ペ
ー
シ
ス
で
示
す
に
は
そ
れ
ら
を
加
算
す
る
。
と
こ
ろ
で
2
.
3
と
2
.
4
と
の
国
際
運
賃
と
国
際
保
険
料
と
は
、
支
払
相
手
が
居
住
者
、
外
国
人
を
問
わ
ず
す
べ
て
の
も
の
を
含
む
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
項
目
3
、
こ
れ
は
項
目
1
と
2
の
和
で
あ
る
。
原
則
的
に
は
輸
出
入
額
と
も
f.o.b.
ペ
ー
シ
ス
で
あ
る
。
輸
入
額
が
c.i.f.
ベ
ー
シ
ス
で
書
か
れ
る
の
は
、
c.i.f.
評
価
を
f.o.b.
評
価
に
調
整
し
難
い
事
情
あ
る
場
合
で
あ
る
。項
目
4
、
こ
れ
は
原
資
料
が
国
際
取
引
価
格
で
評
価
さ
れ
て
い
な
い
も
ー
の
に
つ
い
て
使
用
す
る
。
(
a
)
関
税
と
補
助
金
。
原
資
料
の
輸
出
入
品
価
額
が
輸
出
国
の
国
内
市
場
価
格
に
基
づ
い
て
評
価
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
輸
出
国
の
課
し
た
輸
出
税
が
加
算
さ
れ
、
輸
出
国
の
払
っ
た
補
助
金
は
控
除
す
る
。
原
資
料
の
輸
入
品
価
額
が
輸
入
国
の
国
内
市
場
価
格
に
基
づ
い
て
評
価
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
輸
入
国
が
払
っ
た
国
内
補
助
金
は
加
算
さ
れ
、
輸
入
国
が
課
し
た
輸
入
税
は
控
除
さ
れ
る
。
直
接
投
資
関
係
に
あ
る
親
会
社
子
会
社
、
本
支
店
間
の
貿
易
。
額
か
ら
帰
属
取
引
価
額
に
修
正
す
る
必
要
の
あ
る
場
合
も
あ
る
。
輸
出
入
代
理
店
の
手
数
料
。
原
則
と
し
て
、
輸
出
入
業
者
が
外
国
の
ブ
ロ
ー
カ
ー
、
代
理
店
に
支
払
っ
た
手
数
料
は
、
彼
等
が
輸
出
入
業
者
に
提
供
し
た
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
圃
表
で
記
入
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
輸
出
業
者
が
外
国
の
代
理
店
に
支
払
っ
た
手
数
料
は
f.o.b.
商
品
価
額
か
ら
控
除
し
て
は
い
け
な
い
。
I
表
の
記
入
が
為
替
統
計
に
基
づ
い
て
い
て
、
そ
し
て
輸
出
代
理
店
手
数
料
が
外
貨
で
の
輸
出
代
金
か
ら
支
払
わ
れ
る
場
合
、
こ
れ
ら
の
手
数
料
は
項
目
4
に
計
上
さ
れ
、
相
殺
的
借
方
記
入
は
珊
表
で
行
な
わ
れ
る
。
外
国
輸
出
業
者
の
作
成
国
に
お
け
る
代
理
店
に
よ
っ
て
手
数
料
と
し
て
留
め
ら
れ
た
額
は
項
目
4
の
借
方
に
記
入
さ
れ
、
相
殺
的
貸
方
記
入
は
珊
表
で
行
な
わ
れ
る
。
輸
入
業
者
が
海
外
の
代
理
店
に
支
払
っ
た
手
数
料
は
f.o.b.
商
品
価
額
か
ら
控
除
さ
れ
る
。
I
表
の
原
輸
出
計
数
に
含
ま
れ
て
い
る
外
国
輸
入
業
者
が
作
成
国
に
お
け
る
代
理
店
に
支
払
っ
た
い
か
な
る
手
数
料
も
項
目
4
（
貸
方
）
で
控
除
さ
れ
、
珊
表
で
貸
方
と
し
て
記
入
さ
れ
る
。
I
表
の
原
輸
入
計
数
に
含
ま
れ
て
い
る
作
成
国
に
お
け
る
輸
入
業
者
が
外
国
の
代
理
店
に
支
払
っ
た
い
か
な
る
手
数
料
も
(
C
)
 
親
企
業
と
そ
の
支
店
、
子
会
社
等
の
問
の
貿
易
金
額
は
名
目
的
な
帳
簿
価
(
b
)
 
一
五
四
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日
（
木
村
）
で
生
産
し
た
商
品
の
輸
出
額
と
、
輸
人
財
を
原
料
と
し
て
製
造
し
た
商
品
た
貨
幣
の
商
業
的
輸
出
入
が
行
な
わ
れ
た
場
合
の
評
価
ほ
額
面
価
額
か
ら
取
引
価
額
に
修
正
す
る
。
外
貨
で
海
外
に
保
留
さ
れ
た
輸
出
代
金
。
為
替
統
計
は
こ
れ
ら
を
含
ま
な
い
か
ら
、
為
替
統
計
に
基
づ
く
場
合
、
そ
れ
が
取
引
の
一
部
で
あ
れ
ば
項
目
4
で
、
取
引
全
額
で
あ
れ
ば
項
目
5
.
1
で
調
整
す
る
。
(
h
)
非
商
業
的
貿
易
の
再
評
価
。
そ
れ
が
税
関
統
計
に
含
ま
れ
て
い
る
価
額
と
帰
属
取
引
価
額
と
の
差
額
を
項
目
4
に
計
上
す
る
。
項
目
5
、
計
上
範
囲
の
調
整
。
項
目
5
.
2
で
記
さ
れ
る
例
外
を
除
き
、
「
提
要
」
の
商
品
勘
定
は
次
の
も
の
を
計
上
す
る
。
(
1
)
、
全
く
作
成
国
(
g
)
 
(
f
)
 
新
し
く
印
刷
さ
れ
た
紙
幣
・
株
券
・
債
券
、
新
し
く
鋳
造
さ
れ
ら
受
取
っ
た
と
き
は
負
の
借
方
と
し
て
記
入
す
る
。
輸
出
業
者
が
外
国
人
に
支
払
っ
た
と
き
は
負
の
貸
方
、
外
国
輸
出
業
者
か
(
e
)
 
リ
ベ
ー
ト
、
割
引
、
損
傷
品
の
補
償
等
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
ま
ま
予
備
的
価
額
で
税
関
に
報
告
さ
れ
た
り
支
払
わ
れ
た
り
す
る
の
で
、
最
終
f.o.d.
価
額
に
修
正
さ
る
べ
き
で
、
ま
た
こ
の
取
引
に
は
計
上
時
期
の
調
整
も
必
要
で
あ
る
。
(
d
)
 
委
託
貿
易
。
か
か
る
貿
易
は
し
ば
し
ば
最
終
阪
売
価
格
未
決
の
項
目
4
（
借
方
）
で
控
除
さ
れ
、
珊
表
で
借
方
と
し
て
記
入
さ
れ
る
。
一
五
五
そ
れ
に
つ
づ
く
国
内
使
用
も
し
く
は
再
輸
出
の
た
め
の
保
税
倉
庫
へ
の
輸
項
目
5
.
1
も
所
有
権
の
対
外
移
転
あ
れ
ば
記
入
す
る
。
(
a
)
再
輸
出
と
、
再
輸
出
の
た
め
の
輸
入
。
後
者
は
保
税
倉
庫
へ
の
搬
入
マ
イ
ナ
ス
国
内
使
用
の
た
め
鋳
貨
、
未
だ
流
通
し
て
い
な
い
金
貨
以
外
の
新
鋳
造
貨
幣
。
た
だ
し
現
在
流
通
す
る
鋳
貨
は
資
本
項
目
。
ま
た
銀
地
金
は
そ
れ
が
貨
幣
準
備
で
あ
っ
て
も
商
品
項
目
。
(
C
)
小
包
郵
便
。
(
d
)
自
国
漁
船
が
捕
獲
し
自
国
税
関
を
通
さ
ず
外
国
に
売
ら
れ
た
魚
そ
の
他
の
海
産
物
。
(
e
)
船
舶
お
よ
び
航
空
機
。
(
f
)
家
畜
。
(
g
)
電
力
、
ガ
ス
、
水
。
こ
れ
ら
は
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
扱
わ
ず
、
商
品
と
し
て
扱
う
。
(
h
)
政
府
輸
入
。
政
府
が
あ
る
国
で
購
入
し
他
の
国
で
そ
れ
を
使
用
す
る
場
合
を
含
む
。
(
i
)
国
内
の
銀
行
を
通
じ
て
支
払
わ
な
い
商
業
取
引
品
。
(
.
]
）
現
物
贈
与
、
現
物
賠
償
な
ど
の
非
商
業
取
引
品
。
(
k
)
送
貨
中
に
紛
失
破
損
し
た
、
あ
る
い
の
搬
出
を
含
む
。
(
b
)
銀
地
金
、
金
以
外
の
金
属
の
貨
幣
の
資
格
が
な
い
の
搬
出
を
含
み
、
前
者
は
海
外
に
積
出
す
た
め
の
保
税
倉
庫
か
ら
す
べ
て
加
算
。
加
算
。
以
下
の
も
の
は
原
資
料
に
記
録
な
く
て
入
額
。
通
ら
な
い
輸
入
品
額
。
(
4
)
、
再
輸
出
の
た
め
の
直
接
輸
入
額
。
(
5
)
、
の
輸
出
額
。
(
2
)
、
再
輸
出
額
、
す
な
わ
ち
、
輸
入
品
に
ク
リ
ー
ニ
ソ
グ
、
分
類
、
包
装
、
ラ
ベ
ル
貼
付
程
度
の
加
工
後
再
び
輸
出
し
た
商
品
額
。
(
3
)
、
商
品
の
瓶
接
輸
入
額
、
す
な
わ
ち
国
内
使
用
の
た
め
保
税
倉
庫
を
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国
際
通
貨
基
金
「
国
際
収
支
表
作
成
提
要
」
日
（
木
村
）
は
輸
入
国
税
関
当
局
に
没
収
さ
れ
た
輸
入
品
。
損
失
を
輸
入
業
者
が
負
担
取
れ
ば
4
に
、
ま
た
保
険
会
社
か
ら
受
取
れ
ば
皿
B
表
で
記
入
す
る
。
(
l
)
加
工
料
等
。
5
.
2
で
控
除
さ
れ
る
財
関
に
す
る
加
工
料
は
加
算
さ
れ
、
ま
た
加
工
の
た
め
輸
出
し
、
加
工
後
海
外
で
販
売
す
る
財
に
つ
い
て
は
、
加
工
後
の
財
の
販
売
も
貸
方
に
計
上
さ
れ
る
。
(
m
)
項
目
5
.
2
し
た
と
き
5
.
1
の
借
方
計
上
。
更
に
、
其
の
他
。
新
し
く
印
刷
さ
れ
た
紙
幣
•
株
券
・
債
券
の
取
引
価
額
。
発
見
さ
れ
な
い
密
輸
出
入
品
の
推
定
額
。
等
。控
除
。
以
下
の
も
の
は
原
資
料
に
含
ま
れ
て
い
れ
ば
控
．
除
さ
れ
る
。
(
a
)
通
過
貿
易
品
。
(
b
)
金
（
金
貨
、
金
地
金
そ
の
他
。
）
海
外
に
在
る
自
国
軍
隊
お
よ
び
外
交
施
設
へ
の
輸
出
品
。
作
成
国
内
に
在
る
外
国
軍
隊
お
よ
び
外
交
施
設
へ
の
輸
入
品
。
(
d
)
自
国
の
海
外
旅
行
者
、
外
国
の
作
成
国
内
旅
行
者
の
購
入
し
使
用
す
る
品
。
(
e
)
船
舶
用
貯
蔵
品
。
(
f
)
賃
貸
借
の
た
め
輸
出
入
さ
れ
た
品
（
た
と
え
ば
映
画
フ
ィ
ル
ム
の
賃
貸
借
。
）
（
g
）
返
送
輸
出
入
品
。
税
関
統
計
を
原
資
料
に
と
っ
た
た
め
こ
れ
を
含
む
場
合
、
返
送
輸
出
品
は
5
.
2
の
貸
借
双
方
で
、
返
送
輸
入
品
も
同
様
に
す
る
。
為
替
統
計
を
原
資
料
に
と
る
場
合
、
代
金
決
済
後
返
品
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
払
い
戻
し
に
関
係
す
る
と
き
に
の
み
控
除
が
必
要
で
、
払
い
戻
し
支
払
額
は
5
.
2
の
貸
方
、
受
取
額
は
借
方
で
控
除
す
る
。
(
h
)
送
貨
中
紛
失
破
損
し
た
輸
出
品
、
輸
入
国
の
税
関
そ
の
補
償
を
輸
出
業
者
か
ら
受
外
の
目
的
で
一
時
的
に
輸
出
入
さ
れ
た
財
＂
た
と
え
ば
展
覧
会
用
美
術
品
、
見
本
品
。
(
l
)
新
聞
、
定
期
刊
行
物
項
目
6
.
1
と
6
.
2
は
税
関
統
計
を
原
資
料
と
す
る
と
き
に
こ
れ
ら
の
項
目
に
計
上
す
る
。
記
入
は
次
の
上
の
表
で
示
す
よ
う
に
行
な
う
。
項
目
6
.
3
と
6
.
4
は
為
替
統
計
を
原
資
料
と
す
る
と
き
に
こ
れ
ら
の
項
目
に
計
上
す
る
。
記
入
は
次
の
下
側
の
表
で
示
す
よ
う
に
行
な
う
。
な
お
、
船
舶
そ
の
他
の
資
本
設
備
で
あ
っ
て
分
割
払
の
商
品
は
、
所
有
権
移
転
の
時
に
商
品
勘
定
に
入
れ
ら
れ
、
両
者
の
時
間
的
な
差
か
ら
生
ず
る
資
産
負
依
の
変
化
は
資
本
勘
定
で
扱
わ
れ
る
。
項
目
8
、
海
外
で
行
な
わ
れ
た
商
品
取
引
。
こ
の
項
目
は
作
成
国
の
居
住
者
が
海
外
で
行
な
っ
た
商
品
取
引
に
甚
づ
く
利
潤
（
損
失
は
負
）
お
よ
び
か
か
る
取
引
に
伴
っ
て
生
じ
た
商
品
在
庫
の
変
化
を
記
録
す
る
。
記
入
は
ネ
ッ
ト
に
よ
り
、
正
負
い
ず
れ
で
あ
れ
す
べ
て
の
記
入
は
貸
方
欄
に
行
な
う
。
こ
の
ネ
ッ
ト
記
入
額
は
、
海
外
で
購
入
せ
る
商
品
の
、
当
期
中
の
外
国
で
の
グ
ロ
ス
販
売
価
額
か
ら
、
(
1
)
こ
の
販
売
価
額
に
含
ま
れ
て
い
の
予
約
購
読
゜
項
目
6
、
計
上
時
期
の
調
整
。
修
繕
用
輸
出
入
品
な
ど
。
(
k
)
加
工
用
に
輸
出
入
さ
れ
た
財
は
こ
の
項
目
で
控
除
す
る
。
(
j
)
販
売
以
(
i
)
 
加
工
用
品
。
実
際
上
ま
た
は
帰
属
的
に
も
所
有
権
を
移
転
せ
ず
、
で
没
収
さ
れ
た
輸
出
品
。
そ
の
損
失
を
翰
出
業
者
が
負
担
し
た
と
き
。
一
五
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I表の記入
税関統計所有権の移転 輸出調整 輸入調整
項目（貸方）項目（借方）
6.1+ 6.2+ 
6.2+ 6.1+ 
6.2- 6.1-
6.2- 6.2-
以前の期
以後の期
当期
当期
当期
当期
以前の期
以後の期
以前の期
以後の期
当期
当期
I表の記入
為替統計所有権の移転 輸出調整 輸入調整
項目（貸方）項目（借方）
6.4+ 6.3+ 
6.3+ 6.4+ 
6.3- 6.4-
6.4- 6.3-
期
期
期
期
の
の
前
後
当
当
以
以
XI表， 5欄の記入
輸出調整 輸入調整
項目 3項目 6 項目 3項目 6
＋ ＋ 
＋ ＋ 
失
商
品
の
保
険
金
受
取
は
、
販
売
と
し
て
に
等
し
い
。
な
お
損
料
、
倉
庫
料
の
よ
う
な
外
国
の
サ
ー
ビ
ス
を
含
む
当
期
中
に
海
外
で
購
入
し
た
全
額
、
を
控
除
し
た
額
記
入
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
（
以
下
次
号
）
国
際
通
貨
基
金
「
国
際
収
支
表
作
成
提
要
」
日
（
木
村
）
き
運
賃
と
保
険
料
、
運
賃
、
保
険
(
2
)
 
る
居
住
者
に
帰
す
べ
一
五
七
